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マイクロニードルには斎藤医療機器の「Lab Nano Needles Plus 35G (0.15 mm)」と
「ロック式シリンジ 1ml」を選択し(図 1)，マニピュレーターには室町機械株式会社の
「マニピ 三次元手動（一軸微動付）」と「MODEL G-1 マグネットスタンド」を選択し
た(図 2)．マニピュレーターの x軸ハンドルは 1回転あたり 500 µm移動する微動ハンドル
である．本研究では x軸にマイクロニードルを固定し微調整しながら刺入可能な装置を構
築した(図 3)． 
       
図 1.マイクロニードルとシリンジ 図 2.マニピュレーターとマグネットスタンド 




























図 6. 実験装置全体(左)とUSB顕微鏡画像(右) 
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